
令和7年6⽉議会⼀般質問では、市職員の⼈材育成を取り上げました。
庁内の過去出来上がった「無難に仕事をこなし、上司に素直に従う」
職員が結果的に出来上がるような⼈材育成や⼈事制度の限界は⺠間で
は明らかなところですが、官庁では泣かなそうはいかず、蓮⽥市では
⼀⼈の市⻑が16年の⻑きにわたって⾃分の意に沿う⼈材が残るような
⼈事があったとみえます。
職員とのコミュニケーションを続けながら、どんな制度や具体的な場
を作ればいいのか、将来に向けてしっかり考えなければと痛感しまし
た。

また蓮⽥ではまだ⼈数の少ない外国⼈問題について、「他市で起きて
いるような仲間内での勢⼒形成、⽇本の制度への不法な乗っかりなど
を排する仕組みや意識」を持ちながら「適法に在留し、⽇本を好意的
に⾒ながら⽣活を共にできる外国⼈の⽅々」をどのように招き、共存
していくのかをこれからバイアスなく考えることが⼤切と思います。




